
若年性認知症を生きる
～妻と共に～

第37回  二十五三昧会　

お問い合わせ─観瀧山 岡本寺（こうほんじ） TEL.072-793-0203

①勉強会 14時～16時  ②交流会BBQ 16時～18時
交流会はバーベキュー! 差し入れ大歓迎です。

二十五三昧会（にじゅうござんまいえ）とは、お寺が中心となり「メンバーの誰かがヘルプを願い
出たら、みんなで出来る範囲のお手伝いをしよう」など、ゆるやかな人的交流の互助的な共同体
です。入会に制限はありません、詳しくはお寺までお問い合わせください。（平日10時～16時）

7月31日（日）本堂にて参加自由です!

会員
募集中

檀信徒以外の方も、曹洞宗以外のも方、初めての方も、お気軽にご参加ください。

65歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。
高齢になって発症された認知症の方とは違い、働き盛りに仕事や家事
が十分にできなくなることで、身体的にも精神的にも、また経済的にも
大きな負担がかかります。
今回お話していただく岡上さんは、美容師である奥様が50代で認知症
を発症され、今も自宅で介護されています。
岡上さんが奥様と向き合い、共に今日まで歩み築いてきた日々を語っ
ていただきます。
誰もが、住み慣れた地域の中で暮らし続けたいと願っています。
この機会に、私たちのできること、何が必要なのか自分自身のこととし
て一緒に考えてみませんか？　ぜひ、ご参加ください。


